
＜第９回世界選手権 福岡大会 飛込報告書＞ 飛込ヘッドコーチ 安永三郎 
飛び込み競技は、７月２２日から２９日まで福岡県立プール（アクシオン福岡）で行わ

れた。参加国はアルメニア、オーストラリア、オーストリア、アゼルバイジャン、ベラル

ーシ、ブラジル、カナダ、中国、コロンビア、キューバ、フランス、チェコ、スペイン、

フィンランド、イギリス、ＧＲＥ，ドイツ、ハンガリー、イタリア、日本、マレーシア、

カザフスタン、メキシコ、オランダ、ロシア、スイス、スウエーデン、タジキスタン、台

湾、ウクライナ、アメリカ、ベネズエラ、以上３２カ国の出場があった。それぞれのエン

トリー数は女子１０ｍシンクロに１３カ国、男子３ｍシンクロに１４カ国、男子３ｍ飛び

板に３８人、女子１ｍ飛び板に３０人、女子高に３１人、女子３ｍシンクロに１４カ国、

男子１０ｍシンクロに１２カ国、女子３ｍ飛び板に３４人、男子１ｍ飛び板に３２人、男

子高に２９人というエントリー数であった。 
 
２２日 
＜男子３ｍシンクロ予選＞１４位 日本（宮本基一郎、宮本幸太郎）２４０．５４ 
出だしは４２．００と４５．５０とまずまずの出だしであった。自由選択の１本目２０

５ｂで４８．６０という失敗演技をして１４チーム中１４位に終わる。決勝進出の８位は

２７１．５９で自由を最低でも６０点取らなければいけない。 
種目的には自由の難易率合計が９．０以上ないと相手にならない。最低でも９．２ないと

駄目である。最高は１０．０でロシアチームの１０７ｂ、４０７ｃ、５３５３ｂであった。 
決勝では１位中国（自由選択難易率合計９．９）、２位メキシコ、３位ロシア、４位イギリ

ス、５位ドイツ、６位オーストラリア、７位アメリカ、８位スペインという順番であった。 
＜女子１０ｍシンクロ決勝＞３位 日本（宮嵜多紀理、大槻恵美）２９７．００銅メダル 
日本飛び込み界悲願のメダル獲得である。予選３位で通過した日本は決勝でも調子よく、

途中４位に落ちたがそこからの粘りは見事なものがあった。最後の種目に７５．６０（こ

の得点は中国の７７．４０に次ぐ得点である）をとり、オーストラリアを振り切って２９

７．００点という高得点で３位になった。４位に落ちた時こそ冷静でしかも集中力も切れ

ていない。こういう選手が今まで日本にいたのかと思う。 
２３日 
＜女子１ｍ飛び板予選＞１４位 笠井里栄子 ２２６．１７ 
笠井選手は３種目目まで無難にこなしていた、１１位という順位であったが４種目目３

０３ｂで完璧な飛び出しをした。入水に持っていく際、水の確認を急いで身体の締めが緩

んでオーバーになってしまった。その結果１７位まで順位を落とした。出場選手最年長の

笠井選手は、最後の４０３ｂで平均７．０を出して準決勝進出を狙ったが惜しくも１４位

にとどまってしまった。この試合でＵＳＡのＫｕｎｋｅｌ ＲａｃｈｅｌｉｅとＨＵＮの

Ｂａｒｔａ Ｎｏｒａの二人が３０５ｃをエントリーしてきた。ＵＳＡの選手は高いハー

ドルからの演技で３０５ｃを見事に決めて６１．２０点をとっている。準決勝では失敗し



ていたが女子でも３０５ｃの時代が来た。女子１ｍにも難易率３．０の時代が来た。 
＜女子１ｍ準決勝Ａ＞ 
６人ずつに分かれて３位までが決勝進出を果たす。ドイツの２人、カナダの２人そして 

ロシア、アメリカの選手。カナダのＨａｒｔｌｅｙ Ｂｌｙｔｈｅは４０３ｂで高さのあ

る演技で平均８．１を出した。 
＜女子１ｍ準決勝Ｂ＞ 
このグループで残るのは大変である。中国２人とＬａｓｈｋｏ Ｉｒｉｎａ、Ｉｌｙｎ

ａ Ｖｅｒｅ、Ｌｉｎｄｂｅｒｇ Ａｎｎａがいる。Ｌａｓｈｋｏの２本目１０５ｂは６

４．７４という女子１ｍの全種目を通じてのハイポイントを獲得しての決勝進出を決めた。 
＜女子１ｍ決勝＞ 
Ｌａｓｈｋｏが１日３試合というきつさがたたったのか４０３ｂ入水がぶれていた。結

局６位に落ちた。優勝はＨａｒｔｌｅｙ Ｂｌｙｔｈｅで２０３ｂだけ５５．８９あとは

すべて６０点から６１点台をマークして３００．８１で優勝した。やはり高さのある演技

という点では見応えのある試合であった。 
＜男子３ｍ飛び板予選＞ ２位 寺内 健   ４４３．４０ 
           １９位 宮本幸太郎  ３５７．８４ 
寺内健選手は３種目終了時点で６位、４種目で３位、５種目から２位という順位でとく

に５種目１０７ｂはよく板に粘って高さのある飛びだしをして８１．８４というハイポイ

ントをとり４４３．４０をとった。 
この試合は１９：００よりはじまり２２：１５くらいまでかかるという長丁場であった。

宮本幸選手は最初の１０７ｂで５０．２２であったが３種目終了時点で２３位、４種目で

は２５位、５種目で２０位、６種目で１９位と追い上げていったが６点差で敗れ去った。 
２４日 
＜男子３ｍ飛び板準決勝・決勝＞ ３位 寺内 健  ７１２．３８ 銅メダル獲得 
寺内選手の１０３ｂは非常に高さがありノースプラッシュで決まった。２ラウンド後、

ほぼ４人のデッドヒートとなった。１位のＳＡＯUTINE Ｄｉｍｉｔｒｙ（ロシア）とは

２０１ｂ、３０１ｂは同点で他の種目でやや点が低いくらいで結局２位はＷＡＮG Ｔｉａ

ｎｌｉｎｇ（中国）、３位寺内、４位ＰＬＡTAS Ｆｅｒｎａｎｄｏ（メキシコ）が入った。

制限選択だけをみると寺内選手２３２．５０はドイツのＷＥＬS Ａｎｄｒｅａｓに０，０

３の差で４位、５位にはＷＡＮG が２２９．０５、２位にはＰＥＮG Ｂｏ(中国）が入っ

ていた。 
決勝２０５ｂでやや後ろに逃げて入水はセービングして６８．４０、これは本人にとっ

ても失敗ダイブであっただろう。２ラウンド後５位、３ラウンド後４位、４ラウンド後３

位５ラウンド後４位、６ラウンド後３位。日本に２個目の銅メダルを獲得した瞬間であっ

た。４位のＰＥＮＧとの差は、僅か０．０９であった。 
プレッシャーと戦いながら決めるときは決めるという姿は立派なものである。会場の緊張



感に包まれて、最後の演技の時は会場全体が応援しているという感じであった。観客の皆

が味方についたと思った。７００点が４人というかなりハイレベルな争いとなった。 
＜女子高予選＞ １１位 宮嵜 多紀理 ２９０．７６ 
        １９位 樋口 まゆみ ２６１．００ 
宮嵜選手と金戸コーチとの息の合った試合をみせてもらった。後半の追い上げは見応え

十分であった。とくに最後の５２５１ｂは素晴らしく７２．９０であった。「宮嵜は練習で

良いと試合でも決めてこれる選手だ」と金戸コーチ。海外での試合経験で得たものは非常

に大きく、ここぞというときに必ず響いてくる。 
樋口選手は前半の１０７ｂで３１．５０という失敗をしてしまった。これが後々響いて、

後半良く追い上げたのだが１９位に終わった。結局１８位とは０．５４の差であった。試

合が終わって彼女が「すみませんでした」という裏には相当な悔しさがうかがえた。 
２５日 
＜女子高準決勝・決勝＞  ９位 宮嵜 多紀理 ４５５．７９ 
          決勝 ６位 宮嵜 多紀理 ４８０．７８ 
準決勝での制限選択だけでは６位につけていた宮嵜選手は決勝でも調子よく、２本目２

０５ｂは６６．１２、４本目３０５ｃでは６３．９９そして最後の５２５１ｂでは６８．

４０という安定した演技をしていた。決勝での自由選択飛び得点３１５．７５これは５位

に相当する。結局、決勝６位入賞を果たした。 
２６日 
＜女子３ｍシンクロ予選＞ １０位 日本（西井亮子、樋口まゆみ）２５８．４５ 
１位から３位はさておき、４位ＵＫＲは２６９．６１で１０点そこそこの差であった。

日本は最後の５本目５２３５ｄで４８．７２という失敗ダイブをしてしまった。一番悪い

飛び出しをしてしまった。点数だけをみると４位になる確率もないこともない。決勝得点

を前回の世界選手権と比較して１位２８２．３０→３４７．３１（中国）、２位２７６．１

８→３２０．６１（ロシア）、３位２６３．９１→３０３．０３（ドイツ）などなど飛躍的

に点数が伸びている。各チームともレベルが上がっている。中国の２０５ｂは最高にあっ

ていた。１０点満点を出した審判員が３人もいた。自由選択飛びで８０点ダイブを２つと

いう格の違いを見せつけた。 
＜男子１０ｍシンクロ決勝＞ 
日本の寺内兄弟は健選手の膝の調子が悪く、１０ｍシンクロと高飛び込みの出場を断念

し、今後の大会に備える。日本の今後を背負う選手として仕方のない決断であった。優勝

は中国３６１．４１、２位メキシコ３３６．６３、３位ウクライナ３３６．０６で３００

点を超えるチームが７チームあり非常に見応えのある試合となった。 
２７日 
＜男子１ｍ飛び板予選・準決勝＞ １０位 宮本基一郎 ３３３．９０ 
            準決勝  ９位 宮本基一郎 ３４６．５３ 



板踏みが朝の練習に比べて非常によく助走も安定していたので、大変良かった。後もの

では２０５ｃはやや膝が抜けた分、高さがなく入水も間に合わないという失敗があった。

４０５ｃは完璧に近い演技であった。チームがまとまっての声援が観客席の人たちまで巻

き込んでいったという感じがした。本当に大きな拍手の中で演技をしたことは心に残る試

合であっただろう。準決勝では予選より１３点アップの３４６．５３で順位を１つあげて

９位とした。 
中国のＷＡＮＧ Ｔianling は１０７ｂ３．３（予選で失敗３０．６９で準決勝では使っ

ていない）、４０５ｂ３．４、５３３７ｄ３．４を飛んでいた。決勝では少し疲れたのか２

０５ｃで６５．７０これでも彼にとっては失敗ダイブであろう。結局、彼は４３３．１４

で２位。１位はＷＡＮG Ｆeng（中国）４４４．０３。３位にはＤＯＢROSKOK Ａlexander 
（ロシア）４１４．２１という結果であった。 
＜女子３ｍ飛び板予選＞ ３１位 笠井里栄子 １９５．３０ 
笠井選手は１本目１０５ｂで４６．８０、２本目５１５２ｂで５９．４０とまずまずの

出だしであった。しかし、２０５ｂで１９．８０点と３０５ｂでは助走が少し前に流れて

膝が抜けたような状態で４９．５０。最後の４０５ｂでも１９．８０点という大失敗をし

てしまった。試合前の練習で首をとられ、上手く動かせなかったのだと思う。それをむき

になって動かそうとしたから力が入って失敗してしまった。この試合で２人の選手が板に

手をあてるというハプニングがあった。そのどちらも３群で３０５ｃと３０５ｂである。

やはり３群は助走から後ろにかけてこないと飛べないのであろうか。 
２８日 
＜女子３ｍ飛び板準決勝・決勝＞ 
準決勝の制限だけでみると１位ＬＡＳHKO２３１．５７。２位ＧＵＯ２２７．３７。３

位ＬＩＮＤＢＥＲＧ２２７．２２。４位ＩＬＹＮＡ２２３．８０。５位ＰＡＫHALINA２

１４．３２、という上位の得点であった。決勝では自由選択飛びに強いＧＵＯ Ｊｉｎｇjing
が３６９．３０で得点合計が５９６．６７という圧倒的な強さで優勝。２位にはＬＡＳHKO
３２０．８２で５５２．３９。３位にはＰＡＫＨＡＬＩＮＡが３２９．２２で５４３．５

４。 
＜男子高予選＞ ２１位 寺内 佑  ３２１．０３ 

寺内選手はまずまずの出だしで３０５ｂを６９．６０で乗りきった。２本目に２０７ｃ

でショート入水の２４．７５。３本目以降は６４．８０、７８．７２、６９．７２とこの

ままいけば予選通過は間違いないと思われた。最後の６２６ｃで１３．４４という点数で

大失敗オーバーで結果は２１位となる。１位はＴＩＡN Ｌｉａｎｇ（中国）５１４．６２、

２位はＨＵ Ｊｉａ（中国）４８８．６４、３位はＨＥＮPEL Ｊａｎ（ドイツ）４４９．

７０という結果であった。 
２９日 
＜男子高準決勝・決勝＞ 



優勝はＴＩＡＮ６８８．７７、２位には２本目に１０９ｃを飛んで９０．３０をとったＤ

ＥＳPATIE Ａｌｅｘａｎｄｒｅ（カナダ）６７０．９５、３位には最終種目に５２５３

ｂで９１．８０をとったＨＥＬM Ｍａｔｈｅｗ（オーストラリア）６７０．２３という成

績であった。 
 
この大会を通していえることは、これはわかりきってはいるけどなかなかできるもので

はない。グランプリ大会とか国際大会にどんどん出て行ける。プロのコーチとかそれに準

ずるコーチがいて、そこで試合をして強くなる。練習でももちろん強くなるが試合期間中

にも強くなる。それだけ多くのものに揉まれる事が必要である。 
どんな試合をしてもどこにいても常に冷静であること。寺内選手は最後の種目になって

スウエィコーチが興奮していることに気づく、しかし、これで冷静になれたそうである。 
それから、今回飛び込みだけにトレーナーとして加田洋二先生に来ていただいた。「試合直

前に筋肉を触られるより事前合宿の段階から触られるほうが、選手も安心できて良いので

はないか。できれば事前合宿から来たかった。」という先生の言葉は嬉しかった。こういう

事を一つひとつクリアしていけば飛び込み競技はもっと期待できる。 
 いま、世界でどの位置にいるのか、どのレベルにあるのか、という事が具体的にはっき

りしてきた。各選手・各コーチとも新たな課題を得たようだ。これからますます練習に励

んでチャンスがあればどんどん海外に出ていってほしい。そうすればＯｌｙｍｐｉｃのメ

ダルは必ず取れるものと信じている。その手ごたえ十分の大会であった。 
 
最後になりましたが大会関係各位に対しまして衷心よりお礼申し上げ報告とします。   


